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「乾田直播」だけではなく 
肝心なのは「牽引型畑作作業体系」 

による無代掻き高速作業 

水稲も麦も大豆もトウモロコシも 
同じ高速春作業体系 

 
水田とは水の張れる畑である 
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盛川氏（花巻市）の60㎏生産費 

東北農研センター調べによる盛川周祐氏（花巻市）の21年産米（乾田直播）の生産費
は1俵6,587円（平成22年/東北平均11,846１万円/全国15ha以上平均11,531円） 。
同氏は当時コメ以外に麦、大豆、馬鈴薯など全体で60ha程度（水稲15ha）を作付け
していた。特に労働費と農機具償却費が県平均と比べてはるかに安いことに注目。 
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稲も麦も大豆も同じ畑作作業体系 
• 労働費は岩手平均の約5分の1（高速作業の結果） 
• 機械の田畑兼用化で償却費は30％以上少ない 
• 県平均より１俵以上多収（萌えみのり・610㎏/10a） 
• 大型畑作作業機やレーザーレベラ、１００～１５０ps

のトラクタ装備だが、償却費、修繕費も少ない 
• 盛川氏の１俵当たりコストは全国の15ha以上層の

57・１％ 
• 乾田直播を中心に湛水直播、移植も行うが、代掻き

は行わない 
• 大潟村でも乾田直播、トウモロコシ栽培はある 

水田とは水の張れる畑である 
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畑作牽引型作業機による高速作業 
• 慣行ロータリが約２㎞／時の作業速度であるのに

対して、プラウやスタブルカルチ等の牽引作業機
は約6〜８㎞／時である。 

• 田植機（約１．５㎞／時）に対してドリルシーダの作
業速度は10〜13㎞／時と圧倒的に速い。 

• 適期作業が必要な春作業が3〜10倍以上の作業
速度で行え、それ故に規模拡大も可能になる。さ
らに、収量も向上させる土壌条件を作れる。 

• 湿田で畑作作業機は使えないというが、大潟村で
も乾田直播農家はおり、米国、豪州、イタリア、フラ
ンスなどにロータリ体系での水稲作はない。 

• 日本は畑作作業体系でないため生産コストが高い 
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ドリルシーダでの乾田直播は10~15㎞/時。盛川氏は無代掻きで移植、淡水直播も行う 
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牽引型の水田用代掻き機「ペスタ（PESTA）」 （イタリア） 
 

提供元：（独）農研機構 中央農業総合研究センター 北陸研究センター 
 水田利用研究領域 主任研究員 笹原和哉氏 
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子実トウモロコシで転作を考える 
• 技術体系、条件が整えば3万５千円／10ａの交付金で生産

費がお釣りが出る 
• 畜産仕向けの場合耕畜連携助成として13,000円が加算 
• 投下労働当たりの収益が高い（盛川氏は70分／10ａで生

産している） 
• 40円／㎏で売り１トンの収量があれば、10ａ当たり４万円程

度（ただし、投下労働時間は70分） 
• むしろ、コメより時間当たり収益は高くなる 
• 現在のNON-GMトウモロコシの輸入価格（港渡し）は３万２

千円～３万８千円。＜さらに国産というプレミアムが追加＞ 
• 作付は５年前にゼロだったが今年約185haに増加 
• 大手商社系飼料メーカーにも試験的供給始まる 
• 飼料の他、菓子、シリアルなどで商品化始まる 
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財政制度等審議会 財政制度分科会（平成26年10月20日開催）の配布資料として作成 15 
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★わが国は、トウモロコシを1300〜1600万トンを輸入（201４年：
14８７万トン）しており、我が国最大の輸入農産物である。飼
料と油脂の輸入がカロリーベースの自給率が低い理由。 

  仕向け先は、飼料用が約1000万トンで全体の７割、その他は
コーンスターチ、アルコール原料、菓子類等 

★国産子実トウモロコシは生産量がほぼゼロ 
★2012年のトウモロコシ輸入量と輸入額 
1464.8万トン×2万7374円/トン＝約4010億円 
─ 競争力が持てるnon-ＧＭ。 現在150万トン（輸入量）の市場 
─宮崎サンエフの購入価格は38円/ kg程度。+運賃2.5円/ kg 
 2008年平均は3万5015円/トン（ｎon-ＧＭは4万円前後/トン） 
─単価、数量により年間輸入額は4000〜4500億円に達する 
─世界産地でのnon-ＧＭ減産と円安により輸入価格上昇傾向 
─新興国トウモロコシ需要の急増による不足の可能性 

日本のトウモロコシ需給 
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2/13 '15 更新
単価(\/10a) 有無 数量 単価(\/10a) 有無 数量 有無 数量

サブソイラー 250 ○ 250 ○ 250 ○ JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
プラウ 500 ○ 500 ○ 500 ○ JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
パワーハロー 800 ○ 800 ○ 800 ○ JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
ロータリー砕土 800 800 800 JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
播種作業 700 ○ 700 ○ 700 ○ JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
土壌処理 150 150 150 JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
生育処理 150 ○ 150 ○ 150 ○ JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
ブロードキャスター 150 ○ 150 ○ 150 ○ JA長沼コントラ作業機賃借料に基づく
コンバイン 3,000 ○ 3,000 ○ 3,000 ○

機械費計(A) 5,550 5,550 5,550
種子 3,900 ○ 8500本/10a 4,000 ○ 8000本/10a 4,000 ○ 8000本/10a \23,000/5万粒
基肥 7,700 ○ 80kg 7,700 ○ 80kg 7,700 ○ 80kg BBS380 \60,000/500kg
追肥 740 ○ 10kg 740 ○ 10kg 740 ○ 10kg 尿素 46% ➡4.6kg
土壌改良材 400 20kg 400 20kg 400 20kg 防散苦土炭カル \10,000/500kg ➡　\20/kg
生育処理剤 760 ○ 200ml/10a 760 ○ 200ml/10a 760 ○ 200ml/10a ゲザプリムフロアブル \3,800/L
生育処理剤 1,560 ○ 150ml/10a 1,560 ○ 150ml/10a 1,560 ○ 150ml/10a アルファード水和剤 \52,000/5L
生育処理剤 1,560 150ml/10a 1,560 150ml/10a 1,560 150ml/10a ワンホープ乳剤 \52,000/5L
殺菌剤 3,600 800ml/10a 3,600 800ml/10a 3,600 800ml/10a チルト乳剤 \22,500/5L

資材費計(B) 14,660 14,760 14,760
乾燥灯油料金 3,100 ○ 800kg想定 3,900 ○ 1000kg想定 4,700 ○ 1200kg想定 7tで300L　\90/L（東山データに基づく）
乾燥機利用料 2,400 3,000 3600 \3/kgを想定
調整手数料 4,000 ○ 800kg想定 5,000 ○ 1000kg想定 6,000 ○ 1000kg想定 \5/kgを想定

調整費用計（C） 7,100 8,900 10,700
圃場・調整人件費（D) 1,167 ○ 70分（盛川） 1,500 ○ 90分 1,833 ○ 110分 自給：\1000、収量増の場合は作業時間を延長

総合計(A+B+C+D) 28,477 30,710 32,843
kg経費 35.6 30.7 27.4

800kg/10a 1000kg/10a 1200kg/10a
詳細 備考

岩見沢市農家・水田規模30ａ 

機械を自己所有している場合の生産コスト試算（地代含まず） 
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すべてコントラ依存の場合の生産コスト試算（地代含まず） 

単価(\/10a) 有無 数量 有無 数量 有無 数量
サブソイラー 1,800 ○ 1,800 ○ 1,800 ○ JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
プラウ 2,000 ○ 2,000 ○ 2,000 ○ JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
パワーハロー 2,500 ○ 2,500 ○ 2,500 ○ JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
ロータリー砕土 2,000 2,000 2,000 JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
播種作業 1,500 ○ 1,500 ○ 1,500 ○ JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
土壌処理 1,000 1,000 1,000 JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
生育処理 1,000 ○ 1,000 ○ 1,000 ○ JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
ブロードキャスター 550 ○ 550 ○ 550 ○ JA長沼コントラ料金（畑）に基づく
コンバイン 6,500 ○ 6,500 ○ 6,500 ○

作業費計(A) 15,850 15,850 15,850
種子 3,900 ○ 8500本/10a 4,000 ○ 8000本/10a 4,000 ○ 8000本/10a \23,000/5万粒
基肥 9,600 ○ 80kg 9,600 ○ 80kg 9,600 ○ 80kg BBS380 \60,000/500kg
追肥 960 ○ 10kg 960 ○ 10kg 960 ○ 10kg 尿素 46% ➡4.6kg　\48,000/500kg
土壌改良材 400 ○ 20kg 400 ○ 20kg 400 ○ 20kg 防散苦土炭カル \10,000/500kg
生育処理剤 760 ○ 200ml/10a 760 ○ 200ml/10a 760 ○ 200ml/10a ゲザプリムフロアブル \3,800/L
生育処理剤 1,560 ○ 150ml/10a 1,560 ○ 150ml/10a 1,560 ○ 150ml/10a アルファード水和剤 \52,000/5L
生育処理剤 1,560 150ml/10a 1,560 150ml/10a 1,560 150ml/10a ワンホープ乳剤 \52,000/5L
殺菌剤 3,600 800ml/10a 3,600 800ml/10a 3,600 800ml/10a チルト乳剤 \22,500/5L

資材費計(B) 17,180 17,280 17,280
乾燥灯油料金 3,100 ○ 800kg想定 3,900 ○ 1000kg想定 4,700 ○ 1200kg想定 7tで300L　\90/L
乾燥機利用料 2,400 ○ 3000 ○ 3600 ○ \3/kgを想定
調整手数料 4,000 800kg想定 5,000 1000kg想定 6,000 1000kg想定 \5/kgを想定

調整費用計（C） 5,500 6,900 8,300
総合計(A+B+C) 38,530 40,030 41,430
kg経費 48.2 40.0 34.5

1000kg/10a800kg/10a 1200kg/10a
詳細 備考

岩見沢市農家・水田規模30ａ/パイオニア調査  21 



宮崎サンエフNon-GMO丸粒トウモロコシの購入価格
＝約38円／㎏（志布志港・ 2015年1月）。 
（2014年平均＝33,461円／トン） 
志布志からの横持ち運賃（約2.5円／㎏） 
グリーンコープに豚肉を販売する宮崎サンエフの遠藤
社長は「国産というプレミアムがあるので50円/㎏でも
買っても売れる」と言う 
トウモロコシ生産コスト（岩見沢調査・地代含まず） 
収量800㎏の場合：28,477円／10ａ・35.6円／㎏ 
収量1,000㎏の場合：30,710円／10ａ・30.7円／㎏ 
収量1,200㎏の場合：32,843円／10ａ・27.4円／㎏ 
交付金は、水田飼料作の３万５千円に加え、耕畜連携
助成として13,000円が加算される 
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トウモロコシ 水稲 大豆 小麦 

10a当たり作業時間
※ 1.1時間 14.69時間 6.57 時間 3.26時間 

10a当たり生産費
（円） 

3万5000円 10万1000円 5万5300円 5万9800円 

10a当たり収量    1000㎏ 540㎏ 180㎏ 302㎏ 

※コメ・大豆・小麦の10a当たりの作業時間および生産費は生産費調査より引用 
（2012年産・それぞれ作付面積が水稲15ha以上、麦10ha以上、大豆7ha以上の
層・収量は2012年都府県のデータによる） 
注）トウモロコシの作業時間は盛川氏（花巻市）の移動時間を含まない実測値。 
柳原氏（北海道長沼町）は２万3000万円という生産費を試算しているが、事例が

限られるため、『農業経営者』編集部で推計 

トウモロコシと水稲・大豆・小麦の 
作業時間・生産費・収量の比較 
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㈲盛川農場の 
トウモロコシ栽培の作業体系 
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㈲盛川農場の 
トウモロコシ栽培の機械体系 －府県の大規模体系－ 

プラウ反転耕 真空播種機による播種 ケンブリッジローラーによる鎮圧 

播種から約１カ月後 大型コンバインによる収穫 粒で排出されるトウモロコシ 
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日本で生産されたトウモロコシの品質 

米国パイオニア社での試験によれば、国産原料はまだ生産され始めたばかりだが、

現段階でもクオリティは輸入原料と全く遜色がない。 

Area Protein Starch GE DE AME Test Weight 

輸入平均 8.8 74 2,033 1,826 1,781 57.1 

国産平均 9.1 73.7 2,032 1,818 1,772 58 
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アジア諸国のトウモロコシ生産量 

国名 生産量（トン） 国名 生産量（トン）
中国 208,130,000 ラオス 1,125,485
インドネシア 19,377,030 カンボジア 790,000
フィリピン 7,406,830 東ティモール 156,000
タイ 4,813,000 台湾 128,000
ベトナム 4,803,196 韓国 78,000
北朝鮮 2,000,000 マレーシア 52,000
ミャンマー 1,500,000 日本 170

２０１２年 出典：FAO 
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アジア諸国のイネとトウモロコシ 

イネ トウモロコシ（ha） 人口(百万人)
タイ 920万ha 110万ha 69百万人
フィリピン 450万ha 260万ha 93百万人
ベトナム 750万ha 112万ha 88百万人
インドネシア 1200万ha 315万ha 240百万人

イネの二期作、三期作が可能な国でも稲を餌にするこ
とは有り得ない。飼料稲生産は日本だけの特殊事情。
飼料価値が低く、エネルギー効率が悪いから。日本の
イネ作付面積1５９９千ha。飼料用トウモロコシ９万ha。
飼料稲生産60万ha目指す全農。 

 

２０１２年 出典：FAO 
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トウモロコシ生産拡大の制約条件 
１国内生産に関する認識不足。売り先の開発が不十分。 
２国産Non-GMOトウモロコシによる商品開発をする企業がまだ

限られている 
３乾燥貯蔵設備の不足（子実サイレージ流通も検討中） 
４畑作型作業体系の技術を獲得した水田農家が限られること。 
５水利条件によって周辺農家が水稲生産をすると湿害発生 
６より少額でも畑作での生産に他の作物のような直接支払があ

れば生産は一気に拡大する。 
７地耐力の無い水田でのトウモロコシ用コンバイン未開発（た

だし、クボタ、ヤンマーが数年以内に商品化する（現在、   
取り組み農家の圃場でテスト中）。 

８飼料米に対する高額の交付金支給のために農家が引っ張られ
ている。 

９その他 
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コメ偏重は経営リスクが高い 
飼料米の財政負担は続くか？ 

国産non-GMトウモロコシによる
プレミアム商品開発が可能 

過去の結果に過ぎない現在では
なく未来から逆算する水田経営を 
地域耕畜連携から農業にとどまら
ない地域産業創生が可能になる 
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